
 

 

 

 

 

令和５年度全国中学生人権作文コンテスト横浜市大会 

最優秀賞・優秀賞を決定しました！ 
 

全国中学生人権作文コンテストは、次代を担う中学生が、人権問題に関する作文を書くことを 
通じて人権尊重の重要性や必要性について理解を深め、豊かな人権感覚を身につけることを目的 
に法務省が開催しているもので、今年度で 42回目になります。 
このたび、同コンテストの横浜市大会の最優秀賞・優秀賞を決定しましたので表彰式を行います。 

 
■最優秀賞受賞者（12 名、賞順、氏名五十音順） 

賞 名 氏   名 学校名 学年 題     名 

横浜市長賞 林
りむ

 恩綺
え ん き

 横浜市立篠原中学校 ２ あなたならできる 

横浜市教育長賞 
草彅
くさなぎ

 孝介
こうすけ

 横浜市立緑が丘中学校 ３ 当たり前について、僕が考えたこと 

福
ふく

 和花
の ど か

 横浜市立大道中学校 ３ 悪意のない差別の難しさ 

横浜人権擁護委員 

協議会長賞 

嵩
たけ

田
だ

 愛祈
あ い る

 横浜市立鶴ケ峯中学校 ３ 僕の好きなもの 

玉川
たまがわ

 佳
か

歩
ほ

 横浜市立もえぎ野中学校 １ 頑張らなくてもいい障害者 

横浜市 

人権擁護委員会長賞 

根岸
ね ぎ し

 明日己
あ す み

 横浜市立大正中学校 ２ 生命の選択 

福留
ふくどめ

 希心
の ぞ み

 横浜市立瀬谷中学校 ３ 共生社会の実現のために 

横浜 DeNA ベイスターズ賞 福地
ふ く ち

 晴叶
は る と

 横浜市立上白根北中学校 ３ これからも、ありがとう 

横浜Ｆ・マリノス賞 藤井
ふ じ い

 菜月
な つ き

 横浜市立仲尾台中学校 ２ つながりを生きるために 

横浜 FC・ﾆｯﾊﾟﾂ横浜 FC 

ｼｰｶﾞﾙｽﾞ賞 藤井
ふ じ い

 彩音
あ や ね

 横浜市立生麦中学校 １ 「心のバリアフリー」 

横浜ビー・コルセアーズ賞 匿名 横浜市立岩井原中学校 １ 「当たり前」ってなんだろう 

横浜キヤノンイーグルス賞 中村
なかむら

 結衣
ゆ い

 横浜市立浦島丘中学校 ３ 口ぐせ 

 
■優秀賞受賞者（13 名、氏名五十音順） 
賞 名 氏   名 学校名 学年 題     名 

優秀賞 葦名
あ し な

 朋美
と も み

 横浜市立森中学校 ２ 起立性調節障害への理解 

優秀賞 新井
あ ら い

 宙希
そ ら き

 横浜市立旭中学校 ３ 人の数だけ「普通」がある 

優秀賞 伊藤
い と う

 瑠依
る い

 横浜市立岩井原中学校 ２ 認知症との向き合い方 

優秀賞 瓜谷
う り や

 康佑
こうすけ

 横浜市立老松中学校 １ 考えるということ 

優秀賞 古賀
こ が

 ゆのん 横浜市立新井中学校 ３ 私とみんなの宝物 

優秀賞 立花
たちばな

 凜音
り の ん

 横浜市立すすき野中学校 ３ 「自分らしく生きる」 

優秀賞 田所
たどころ

 咲月
さ つ き

 横浜市立秋葉中学校 ３ 「みんなと同じ」は素晴らしいこと？ 

優秀賞 中澤
なかざわ

 舞優
ま ゆ

 横浜市立山内中学校 １ 「私の痣、素敵でしょ。」 

優秀賞 中島
なかじま

 紅友里
く ゆ り

 横浜市立田奈中学校 ３ 祖父母から学んだこと 

優秀賞 中谷
なかたに

 百花
も も か

 横浜市立青葉台中学校 ２ 「今の私を形作るもの」 

優秀賞 匿名 横浜市立中川中学校 ― 俺は私じゃない。 

優秀賞 山口
やまぐち

 大明
ひろあき

 横浜市立港南中学校 １ 「障がい者と家族」 

優秀賞 山崎
やまざき

 瑛士
え い し

 横浜市立上白根北中学校 ３ 開かれる道 

 
 

 

令 和 ５ 年 1 0 月 2 7 日 
市 民 局 人 権 課 
教育委員会事務局人権教育・児童生徒課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

 

裏面あり 



 

 

 

★受賞作文が全文掲載された作文集は 12 月１日（金）以降、下記ホームページでご覧いただけます。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/jinken/sesakusuishin/sakubun-yokohama.html 

 

■主  催  横浜市人権啓発活動ネットワーク協議会（横浜市・横浜人権擁護委員協議会・ 

横浜市人権擁護委員会・横浜地方法務局）、横浜市教育委員会 

 

■応募総数  55,470編（参加校数 129 校） 
        

■審査経過 

（１）校内審査（各校での選考）                   602 編を選考 

（２）第一次審査（市立中学校教育研究会国語科部会教員による選考）  56 編を選考 

（３）第二次審査（教育委員会事務局指導主事による選考）       50 編を選考 

（４）最終審査（各賞を決定） 

＜最終審査員＞（敬称略） 

横浜市人権擁護委員会 会長         小林 千惠子  

 横浜市人権擁護委員会第一ブロック委員    長島 由佳 

    横浜市人権擁護委員会第二ブロック委員    藤田  恵 

    横浜市人権擁護委員会第三ブロック委員    吉岡 善美 

 児童文学作家                吉富 多美 

    横浜市ＰＴＡ連絡協議会 会長         東  隆幸 

    横浜市人権教育研究会 会長         犬塚  真 

横浜市立中学校人権教育推進協議会 会長   高橋 秀吉 

 教育委員会事務局人権健康教育部長      近藤 浩人 

    市民局人権担当理事              森  智明 

  
■表彰式 

（１） 日 時：令和５年 11月 19日（日） 14：00～15：00（開場 13：00） 

（２） 会 場：横浜市役所アトリウム （横浜市中区本町６丁目 50番地の 10） 

（３） 出席者：最優秀賞受賞者（12名）、横浜人権擁護委員協議会長、 

教育委員会事務局人権健康教育部長、市民局人権担当理事 
 
 ※取材を希望される場合は、直接会場にお越しください。 
 
■神奈川県大会・中央大会への推薦について 

横浜市大会で最優秀賞を受賞した作品については、同コンテスト神奈川県大会（主催：横浜地方法務

局・神奈川県人権擁護委員連合会）の優秀賞候補として推薦します。また、神奈川県大会で最優秀賞を

受賞した作品は、同コンテスト中央大会（主催：法務省・全国人権擁護委員連合会）に推薦されます。 

 

 
 

 
 

 

お問合せ先 

（横浜市大会全般に関すること）市民局人権課啓発等担当課長     佐々木 恵美  

 Tel 045-671-3561 

（応募中学校に関すること）教育委員会事務局人権教育・児童生徒課長  住田 剛一 

 Tel 045-671-3706 


